
〔１〕 示された棒グラフを基に、１か月間にのびたくきの長さを求め、その長さで表して

いる棒グラフを棒の長さに着目して、適切な棒グラフを判断する。

〔２〕 〔１〕で求めた長さをもとに、判断した理由を言葉や式を用いて説明する。

【用いる言葉や式】「７月１日から８月１日までにのびたくきの長さ、560－120＝440」

「８月１日から９月１日までにのびたくきの長さ、860－560＝300」

にのびたくきの長さ」の二つの事柄を書くこと。

正答の導き方
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の（２）４ 示された棒グラフを基に、ほかの観点で表している棒グラフの長さに着目し
て判断し、判断の理由を言葉や式を用いて記述できるかどうかをみる問題

＜関連する過去の問題＞
H３０B ３ (１)：メモ１とメモ２は、それぞれ、グラフに

ついてどのように着目して書かれている
のかを書く問題

【７月１日から８月１日までにのびたくきの長さ】
（ ８月１日） － （ ７月１日）

５６０ － １２０ ＝ ４４０

【８月１日から９月１日までにのびたくきの長さ】
（ ９月１日） － （ ８月１日）

８６０ － ５６０ ＝ ３００

必要な知識・技能

○ 棒グラフが示す数量を読み取る。

○ 項目間の関係（大小や差）を読み取る。

（解答例）７月１日から８月１日までにのびたくきの長さは、560－120＝440

で、440ｃｍです。８月１日から９月１日までにのびたくきの長さは、

860－ 560＝300で、300ｃｍです。だから、１のグラフになります。

※ 「１」のグラフが正答

440

300



○ 棒グラフの棒やその長さの差の意味などを問い、棒グラフの縦軸や横軸が何を表している

のかを明らかにした上で、棒グラフの特徴を捉えることができるようにすることが大切です。

○ 整理した棒グラフについて、それぞれの棒を比較したり、顕著な部分に注目させたりする

などして、考察できるようにすることが大切です。

調査問題を活用した授業改善のための指導資料

授業改善のポイント

７月１日から８月１日までにのびたくきの長さは、
560－120＝440 で、440ｃｍです。 ８月１日から９
月１日までにのびたくきの長さは、860－ 560＝300
で、300ｃｍです。だから、左のグラフになります。

◆ １か月間にのびたくきの長さを表しているグラフを判断することはできているが「７月に

のびた長さ」と「８月にのびた長さ」の２つが書けず、どちらか一方のみを書いている。

◆ 順に示された棒グラフの長さが長くなっていることから判断し、解決したいことと観点が

ずれ、棒グラフの特徴や傾向を読み取ることができなかったり、判断の理由を言葉や式を用

いて書くことができなかったりしている。

誤答例とその原因

（誤答例１）【番号】１【わけ】７月１日から８月１日までにのびたくきの長さは、560－
120＝440で440cm（８月１日から９月１日までにのびた
くきの長さは860－ 560＝300で300ｃｍ）だから。

（誤答例２）【番号】２【わけ】くきの長さが、だんだんのびているから。

（誤答例３）【番号】３【わけ】無解答

１カ月間でのびたくきの長さについての棒グラフを完成させ、新しい棒グラフにつ

いて、それぞれの棒の長さを比べるなどして、わかることを説明しましょう。

では、１カ月間にのびたくきの長さは、どのように計算したら分かりますか。

ひき算をすればわかります。１２0－１５をしたら１０５cmのびていることがわか
ります。この長さが下の棒グラフの棒の長さになっています。

上の棒グラフと下の棒グラフの棒は、それぞれ

何を表していますか。

上の棒グラフは、調べた日のくきの長さを表し
ていて、下の棒グラフは、１か月間にのびたくき
の長さを表しています。

上の棒グラフで、６月１日から７月１日までに

のびたくきの長さは、どこを見れば分かりますか。

それは、６月１日と７月１日の間の差を見たら
分かります。

左のグラフから、７月１日～８月１日の１カ月間に最も
くきがのびていることがわかります。


